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研究成果の概要（和文）：本研究は2011年から公立小学校で開始された「外国語活動」について、児童の心的効果に着
目し、(1)成人のWTC(Willingness to Communicate)モデルの構成要素が児童の心的概念として妥当かを検証すること、
(2)日本人児童のWTCモデルを構築すること、を目的とした。2012年にWTC、国際的志向性、L2コミュニケーション能力
の認知、L2コミュニケーションの不安、学習意欲、外向性が児童の心的概念として妥当であることを確認、また測定尺
度を完成した。2014, 2015年に関東圏の高学年児童(1,036名, 1,415名)に質問紙調査を実施、日本人児童のWTCモデル
を提案した。

研究成果の概要（英文）：This study focused on the effects of the Foreign Language Activities initiated at 
public elementary school in the year 2011 on elementary school students’ affective changes. Two 
objectives of this study were to investigate whether the six constituents of adults' WTC (Willingness to 
Communicate) model would work the same as the constituents of Japanese children's WTC model, and to 
create a WTC model for children. In the first year of this three-year study, six affective constituents 
(WTC, international posture, perceived competence in L2, communication anxiety in L2, language learning 
motivation, and extroversion) were validated as the affective constituents for children and an instrument 
was created to measure those constituents. In the last two years, the instrument was used on 5th and 6th 
graders at public school (1,036 participants in 2014, 1,415 participants in 2015) in the Kanto region and 
a WTC model for Japanese elementary school students was proposed based on the results.

研究分野： 英語教育
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１．研究開始当初の背景 
  平成 21 (2009) 年に現行の学習指導要領が
告示され、それに基づき平成 23 (2011) 年度
より「外国語活動」が 5，6 年の児童を対象
に必修化された。 
 「外国語活動」は週に 1 回、年間 35 単位
時間、2 学年を合わせても 70 単位時間という
時間的制約もあってか、技能の獲得は授業の
目標には含まれておらず、「コミュニケーシ
ョン能力の素地を培う」(文部科学省, 2008) 
という情意面の変容に大きな期待が寄せら
れていた。しかし、その「素地」が何を指す
のかを明確化しなくては、本領域を課すこと
で児童にどのような効果があるのか、あるい
はないのかを議論できない状態であった。 
 よって、本研究では教育心理学、社会心理
学などの分野から WTC (Willingness to 
Communicate) を同義の概念と判断、本概念を
研究の主軸として、日本人児童の有する心的
概念としての妥当性、さらには他の心的概念
との関連性を調査した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、「外国語活動」の児童の
心的効果について WTC に着目し、 
(1) 成人の WTC モデルの構成要素が児童の
心的概念として存在しうるのかを確認する
こと 
(2) 確認された構成要素を用いた日本人児童
の WTC モデルを構築すること 
の 2 点とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 平成 25 年度は、文献研究とデータ収集期
間として、WTC モデルの構成素となる WTC、
国際的志向性、L2 コミュニケーション能力の
認知、L2 コミュニケーションの不安、学習意
欲、外向性の質問紙調査を作成することに時
間を費やした。その尺度項目を先行研究から
吟味、基本的に成人用尺度が主であったため、
児童用に修正する作業を行った。その後、そ
れらの尺度項目を児童に回答してもらい、実
用性を確認した。公立小学校 5 校の児童 1,056
名のうち欠損値を持つ 70 名を除外した 986
名 (6 年生 453 名、5 年生 533 名) が調査に参
加した。 
 
(2)平成 26 年度は、尺度項目のスリム化のた
めのデータ収集期間とした。初年度に作成し
た 77 項目を 6 つの調査概念の信頼性を維持
しつつ、44 項目に厳選、1 枚の質問紙に収め
ることができた。この質問紙を用い、公立小
学校 7 校の児童 1,036 名のうち欠損値を持つ
58 名を除外した 978 名 (6 年生 481 名、5 年
生 497 名) を対象に、外国語活動を受け始め
た年度当初 (5 月) と年度末 (2～3 月) の 2
回の調査結果を分析、外国語活動の授業との
関連性を調べた。このデータを基礎とし、高
学年児童の WTC モデルを提案した。 
 

(3) 平成 27 年度は、前年度に提案した WTC
モデルの安定性を高めるため、引き続きの質
問紙調査を実施した。調査対象は 2015 年 4
月～2016 年 3 月までの約 1 年間、外国語活動
の授業を受けた公立小学校 7 校の児童 1,415
名 (6 年生 699 名、5 年生 716 名) とした。 
 なお、児童の英語運用能力との関連も明ら
かにするため、平成 26 年度より 3 校の児童
306 名 (5 年生 135 名，6 年生 171 名) に対し
て英検 Jr. (ブロンズ) を実施した。 
 
４．研究成果 
平成 25 年度の研究成果を(1)～(3)にまとめ

る。 
 

(1) 先行研究 (物井, 2013; 八木, 1987; Butler 
& Lee, 2006; Masgoret, Bernaus & Gardner, 
2001; McCroskey, 1992, 2005; Nishida & 
Yashima, 2009; Yashima, 2002) を踏まえて成
人の WTC モデルを構成する心的概念を測定
するための 77 項目を児童用に修正した質問
紙を作成した。探索的因子分析を行った結果、
以下の 6 因子が抽出され、日本人児童の WTC
モデルを構築するための構成素として確認
された。6 因子とは、国際的志向性 (第 1 因
子, 11 項目, α=.892)、L2 コミュニケーション
能力の認知 (第 2 因子, 13 項目, α=.912)、WTC 
(第 3 因子, 9 項目, α=.883)、L2 コミュニケー
ションの不安 (第 4 因子, 8 項目, α=.824)、学
習意欲 (第 5 因子, 7 項目, α=.908)、外向性 (第
6 因子, 5 項目, α=.769) である。77 の質問項目
のうち 54 項目が上述の 6 因子に寄与した。
また、項目の混在はなく、各因子は高い内的
一貫性を有することが確認された。 
 
(2) 次に、因子相関を計算し、２点の特徴を
発見した (表 1)。まず、国際的志向性と L2
コミュニケーション能力の認知 (r = .509)、
WTC (r = .580)、学習意欲(r = .580) との相関
の高さが明らかにされた。これは、児童の
WTC モデルでの国際的志向性の影響力が大
きいことが予測できる。また、外向性が他の
情意概念 (国際的志向性 (r = .255) 、L2 コミ
ュニケーション能力の認知(r = .258)、WTC (r 
= .231)、学習意欲 (r = .234)、L2 コミュニケ
ーションに関する不安 (r = .368)) に対して
一定した影響力の大きさを示した。 
 
表１ 6 因子間の相関行列 
 IP PC WTC Mot. CA Extro. 

IP ---      
PC .509** ---     
WTC .580** .496** ---    
Mot. .707** .566** .606** ---   
CA .003 .230** .069* .038 ---  
Extro. .255** .258** .231** .234** .368** --- 

注 1．CA = L2 コミュニケーションに関する不安 , 
Extroversion = 外向性, IP = 国際的嗜好性, Mot. = 学習意

欲, PC = L2 によるコミュニケーション能力の認知.  
注 2. ** = p < .01, * = p < .05, two-tailed, N = 970.  



(3) 上述の相関行列より明らかになった小学
生児童の保有する心的概念の関係性をさら
に深く分析するために、共分散構造分析モデ
ルを用いた解析を行った。その結果、以下の
ようなモデルの構築が可能となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 日本人児童の WTC モデルを示したパス図 

 
 このパス図は適合度指標が SBχ2= 716.704, 
CFI = .925, SRMR = .062, RMSEA=.070 
[.065, .075]であり、全体として比較的バラン
スのとれたモデルであると考えられる。 
まず、国際的志向性から学習意欲へのパス

が .85 と非常に高い数値を示している 
(Yashima (2002) では .79 、 Zenuk-Nishide & 
Shimizu (2004)では.73)。つまり、児童の国際
的志向性が学習意欲の向上に大きく影響し
ていることがわかる。さらに、その動機付け
から L2 コミュニケーション能力の認知 (.35)、
さらには WTC (.37) とパスがつながってお
り、学習意欲の高まりが、児童の英語運用能
力の認知に影響、そしてそれがコミュニケー
ションを取ろうとする意欲につながってお
り、WTC への間接効果をもたらしていた。
また、国際的志向性から WTC への直接効果
が確認された (.57)。小学生を対象とした外国
語活動という場でも、国際的志向性の高まり
は WTC の向上に不可欠であることが明らか
になった。 
  外向性については、L2 コミュニケーション
に関する不安 (-.47)、国際的志向性 (.38) へ
のパスが出ている。外向性という性格傾向が、
L2 コミュニケーションに関する不安と負の
相関、そして国際的志向性との間に一定の正
の相関がみられた。 
 
このモデルを基に、平成 26 年度の調査で

は 1 年間の外国語活動の経験の前後で、6 つ
の心的概念がどのような変容を遂げるかを
確認した。 

 
(4) 6 つの心的概念を測定する 77 の質問紙項
目を 44 に厳選した。この尺度を用い、公立
小学校 7 校において外国語活動を受け始めた
年度当初 (5 月) と年度末 (2～3 月) に調査、
外国語活動の授業との関連性を探った。学年
と調査時期を 2 つの独立変数として二元配置
分散分析を行った結果、年度当初と年度末の
2 回の調査間に統計的な有意差が確認できた

のは、L2 によるコミュニケーション能力の認
知  (F(1, 976) = 55.58, p < .001, partialη2 

= .054) と L2 コミュニケーションに関する不
安  (F(1, 976) = 40.52, p < .001, partialη2 

= .040) の 2 概念であった。 
 また、学年の主効果が有意であったのは外
向性 (F(1, 976) = 7.11, p = .008, partialη2 

= .007) 、WTC (F(1, 976) = 15.38, p < .001, 
partialη2 = .016)の 2 概念においてであり、5
年生が 6 年生を統計的な有意差をもって上回
った。 
国際的志向性および学習意欲については、

交互作用が見られた(国際的志向性は F(1, 
976) = 4.99, p = .026, partialη2 = .005, 学習意
欲は F(1, 976) = 13.96, p < .001, partialη2 
= .014)。ただし、ともに効果量が小さく、誤
差の可能性も否定できない。6 年生は年度末
に国際的志向性、学習意欲の数値が増加して
いるのに対し、5 年生は国際的志向性の数値
の伸びが緩やかであったこと、また学習意欲
については若干数値を下げている現状があ
った。これらの結果は、平成 27 年において
も同様の結果が得られた。 
 
  平成 27 年度独自の取り組みを以下にまと
める。 
 
(5) 先行研究  (バトラー後藤・武内 , 2005, 
2006; ベネッセ総合研究所, 2001) より、自己
評価 (本研究では L2 コミュニケーション能
力の認知)と英語運用能力との関連を明らか
にするため、3 校 306 名の児童に対して英検
Jr. (ブロンズ) を実施した。その結果、英検
Jr.の総合得点と L2 コミュニケーション能力
の認知との間に弱い正の相関 (r = .30)、さら
に会話問題の成績との間に弱い正の相関 (r 
= .32) が確認された。McCroskey & Richmond 
(1991), Gregersen & MacIntyre (2014) は、コミ
ュニケーション能力は実際の能力 (意識して
いない能力) よりも自己評価 (意識している
能力) によって説明されるとして自己評価の
重要性を指摘している。今後の方向性として、
さらに多くの児童を対象に英語運用能力の
調査を実施し、児童用 WTC モデルに組み込
むことを予定している。 
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